
2024年2024年2020年2020年 2030年2030年 2050年2050年2022年2022年

既存省エネの水平展開 ・廃熱回収省エネ改善活動　・高効率機器への更新　・太陽光発電導入

・エネルギー低消費型プロセスへの移行
・新エネルギー（水素・アンモニア）の活用新プロセス、新技術の検討

2023年2023年

※ インターナルカーボンプライシング

［フェーズ3］

再生可能エネルギーへの転換
・ICP※導入検討
・非電化設備の電化
・生産工程の見直し

・エネルギー転換
・非化石証書付電力の導入（川崎事業所では2022年度より導入済）
  【25中計にて21億円の環境投資計画】

［フェーズ2］

［フェーズ1］

国内グループでは、温室効果ガスの排出量削減に向けたロードマップを作成し、事業活動における気候変動の緩和に努めています。事業拡大による排出量の増加の可能性を考慮し、

新たにフェーズ2として再生可能エネルギーの導入、フェーズ3として新プロセス、新技術の検討に着手することで、2050年の日油グループとしてのカーボンニュートラルを目指すとと

もに、移行リスクに伴う財務負担の低減を図ります。

温室効果ガス排出量削減に向けたロードマップ

自社事業活動で発生する温室効果ガス（CO2換算）削減［Scope1、2］

2013年2013年

温室効果ガス排出量
（CO2換算）

カーボンニュートラル
達成のための取り組み

カーボンニュートラル
達成を目指す179千トン

202千トン

158千トン
国内

グループ

日油
グループ

187千トン

日油グループ 国内グループ

151千トン

135千トン
144千トン

133千トン 2013年度比
40%削

減

107千トン

159千トン175千トン

2020年度比
32% 削

減

気候変動への対応・自然資本の保全 ｜ 進捗と実績［気候変動］ GRI 305-1,2,5
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